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研究成果の概要（和文）：　当該科研はネパールに所蔵されている仏教梵語写本に焦点を絞り、それらの作成時
期・作成方法・作成理由等を、文献学的かつ文化学的な観点に基づいて、ネパールにおける写本文化を考察する
ことにあった。そして、研究成果の一つとして、関連写本のデジタルデータから写本の資料情報（大きさ、字
体、行数、作成背景など）を採取し、それらを分析することで、ネパールにおける仏教梵語写本の、特に作成理
由（研究ノートとしての写本）の一端を解明することができた。
　また、現地に赴き、個人所有の写本を中心に探索し、現在も残っている写本文化についても考察した。

研究成果の概要（英文）： The aim of this project is to investigate the Buddhist manuscript culture 
in Nepal based on the philological and cultural points of views through the dates, the methods, and 
the reasons of production of manuscripts. The main result of this project is to somewhat figure out 
a particular reason of producing a manuscript, that is to say, a kind of notebook of scholarly 
activities, through analyzing the manuscripts' digital data mainly. 
 Moreover, we could glance on the present culture of manuscripts in Nepal by searching manuscripts 
kept in private houses or temples.    

研究分野：インド仏教

キーワード： ネパール仏教写本　ホジソンコレクション　アムリターナンダ　シクシャーサムッチャヤ　研究ノート
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　当該科研でおこなった研究は、梵語写本をめぐる文化を考察するというこれまでそれほどおこなわれてこなか
った点を扱っており、印度学や仏教学といった関連学会だけでなく、文化人類学など他の学問分野にも貢献でき
るといえる。ネパールという一地域、仏教という一宗教に限定しているとはいえ、こうした写本という事象を総
合的多角的に研究する試みはこれからの関連分野の研究に必要である。
　また、近年発生したネパール大地震により、甚大な被害を被ったネパール文化を保全するための小さいながら
も一助（個人所有写本のデジタルデータ化およびリスト化による保全）として、役に立つ成果を挙げることがで
きた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

インドやネパールをはじめ、さまざまな国で所蔵保管されている梵語（サンスクリット語）

写本は、近年のデジタルデータ化およびそれらのデータベース構築によって、これまでとは異

なり、容易に取得できるようになってきている。こうした現況によって、梵語写本の文献学的

かつ文化史学的なアプローチを通した総合的多角的な写本研究の遂行に最適な研究環境が整っ

てきたといえる。 

写本を研究対象とする「写本学」は、近年、世界中の研究期間が様々な分野で大々的におこ

なわれている。例えば、ドイツ・ハンブルグ大学は「Manuscript Culture in Asia, Africa and 

Europe」というプロジェクトを立ち上げ、世界中から研究者を集め、多文化多言語にわたる「写

本学」が進められている。同プロジェクトは、10年近く経った現在も、精力的に研究成果を世

に出している。当該科研プロジェクトを進める上で、このドイツ・ハンブルグ大学のプロジェ

クトとのコネクションは大いに役に立った。 

報告者は当該科研プロジェクトを始めるにあたって、上記のような「写本学」プロジェクト

の最新研究成果を参照し、これまで研究対象としてきた仏教梵語写本の書写されているテクス

トの内容だけでなく、伝達媒体である写本そのものの特徴など写本文化を研究する必要性に気

づいた。聖典や論典を書き写す行為は、概して、写本書写の功徳やそれを携行することで願望

を成就するといった宗教的なことがまず挙げられる。しかしながら、多くの写本の書写目的は、

仏教で言えば、学僧たちの学術行為の一環としても当然おこなわれていたのである。写本作成

の宗教性と学術性の両者を視野に入れて、作成時期、作成理由などが記されている写本の奥書

などから文献学的かつ文化史学的に考察することは、多くの写本デジタルデータが参照できる

ようになった今、遂行されるべき研究であるといえる。こうした試みは、上記ドイツ・ハンブ

ルグ大学のプロジェクトでもおこなわれているが、当該科研プロジェクトが焦点を当てたネパ

ールの仏教梵語写本については、それほど研究が進んでいないのが現状である。 

当該科研プロジェクトで扱うネパール所蔵の梵語写本は、1970 年代にドイツ・ハンブルグ大

学が中心となって「Nepal German Manuscript Preservation Project」を立ち上げ、公私にわ

たって、所蔵されているおよそ 180,000 点にも及ぶ写本がマイクロフィルムに撮られた。さら

に、そのプロジェクトを継承して、2002 年に「Nepal German Manuscript Cataloguing Project」

が発足し、各写本の詳細なデータがインターネット上（NGMCP Wiki）で参照可能になっている。 

 

２．研究の目的 

 当該科研プロジェクトの目的は、世界中に数多く存在している梵語写本の中でも、特にネパ

ールで作成された仏教梵語写本に焦点を絞り、それらの作成時期、作成方法、作成理由等を考

察し、文献学的かつ文化史学な視野をもって、当時の写本とその作成行為が、宗教的かつ学術

的に、どのように受容され、展開していったのかについて研究することにある。 

前述のように「写本学」の研究体制は整ってきてはいるが、2015 年 4 月 25 日に発生したネ

パール大地震によって、公文書館や研究所、さらには寺院などが甚大な被害を受けており、写

本そのものなどといいた文化資料が危機に瀕している。3 年以上経った今でも、完全なる復興

には程遠いのが実状である。当該科研プロジェクトによって、写本という文化遺産の保存に少

しでも貢献することも目的の一つである。 

 

３．研究の方法 

当該科研プロジェクトを遂行するにあたっては、以下三点を研究方法の基本軸とした。 



① ネパール所蔵の仏教梵語写本から本研究課題の主題である「写本に見る文化的側面」

を知ることのできる写本の選別とそれらのデジタルデータ（画像・書誌情報）の蒐集。 

② 写本のフォーマット（大きさ・字体・行数・一枚あたりの文字数、割り注、余白註）

や奥書に基づいた写本の背景の調査。 

③ ②でおこなった調査をもとに仏教梵語写本の文化史的展開を考察。 

世界中の関連研究機関（ハンブルグ大学、オクスフォード大学、大英図書館、ナポリ大学な

ど）に所属する研究者と密に連絡をとり、研究分担者および研究協力者（下記研究組織参照）

共々、上記三点の研究作業を入念におこなった。 

 

４．研究成果 

当該科研プロジェクトの研究対象である写本デジタルデータの蒐集、さらにはネパールの個

人所蔵などローカルエリアの写本の探索とそれらのデジタルデータ化をおこない、詳細な写本

データを蓄積することができた。さらには、大英図書館所蔵の 19 世紀にネパールで作成された

梵語写本にアクセスし、研究した。このように蒐集したデータから、ネパールの写本文化が垣

間見られる写本を選定し、大きく分けて、以下の三つの詳細な研究をおこなった。 

（1） パシュパティナート寺院周辺で作成された写本の研究。 

 研究成果は、研究協力者・房氏により近日出版予定。 

（2） 学僧たちによって作成された何らかの教理的主題に基づく「研究ノート」的な写本の

研究。 

 研究成果は、下記〔雑誌論文〕②および〔学会発表〕②⑥。 

（3） 19 世紀から現在に到るまでのネパール写本をめぐる文化事象の研究。 

 研究成果は、下記〔雑誌論文〕①、〔学会発表〕①⑦および〔図書〕①。 

 その他、当該科研プロジェクトの成果として蒐集したネパール所蔵の梵語写本に基づいた研

究を国内外の研究者と協力研究しており、これらの研究および写本データの蒐集は現在も継続

中である。 
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